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i，），灘覇鐸．㎜ヒグン麟／辮㌢を繋毅ら・懲癒ヤ・道、などである齢

　（黛）　葺也ヌ拶蔀鍵獲建など警麟墾条鵜二の1蝿1憩

　本地域では求める基盤岩どぞれを覆う被覆層との速度

蓬が少なく，とれが探査．Lの璽大な障害となつている、、

｛34 一ズ、蓋霧藝）
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特にA測線にこの現象が顕著であ愚．この場合α〉に述べ

た爆発孔の増強・遠羅糞離受振など行なつても茸それに地

形の起伏も影響して走時曲線上に爾者を明瞭1撒区分L難

い揚合がある。このような場合は地震探査．か曝墓盤唐の

構造を求めるのは困難であ馨．3章轍も述べたように，

超音波による測定ではむしろ被覆層の漣魔の方が大と蹴

つてい番ほどであ！），鵡のような可能牲も多分に考えら》

れるg
　地形の凹凸およびそれ／こ伴欺う低遠度麟の不規織変化

も走時曲線解釈上の大きな障害とな蟄，本年度緯走時曲

線でも先に述べたように．発掛けの速魔さえ客概的に測定

／、難い。、これについては遠距離受振に，よ診ある程度解決

㌧うるものと考える．

　偶　解析技屑響艸1点の問是嚢

　嬬れはα〉に述ぺたように燐藷発孔の増強・遠距離受振

などである程魔解決で蓉るが，一般に地形葦変化の激Lい

地城での鷹折法の解析は難か気〆・い．

　以上轍本調査の問題ゆゴ轄について奪毒ぺた．樵れらのうち

鱒一（欝’7）
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技術的もしくは経桑辮1勺に解決しうるものは，今雛iの調査

資料を基に解決し，遠顯離受振によ添資料の補獄慈を三掘襲

紀再調査び）うえ，本地城の探三澄方露1玄二ついて改めて考え

るず磯き酔であ艦》く、

獺筆にあたり，本年度の調査結果が本地域の地震探査

ぐ1講墨履懸　　葦購黛轡）

伎徽編ゴ）礎石と教凱つて，クラン鉱床探査に地震探査が

有効適切に淫蒙縮泰勲〆れば筆者らの幸、量す葛1響である，，

付．紹隔和37く年壌1紅亙測線を過讐んで鞠講鵡三蓬を実施1した9　こ

の結果，本調癒に譲！〕があれ／l懸丁、ll三し，解調資の結果も

逐次報告する予定である．

　　　　　　　　　（昭和3蒋嬢s月～欝ノ警夢　11ま層趣i£鶯講査）

乏1＆一く悠霧）




